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市
区
長
会
で
は
、
創
設
以
来
区
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
区
長
会
の
歩
み
と
、
現

在
区
長
会
が
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

組
む
「
部
制
度
」
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
、

重
野
前
区
長
会
長
が
市
区
長
会
研
修
会

で
講
話
し
ま
し
た
。

市
区
長
会
の
歩
み

安
曇
野
市
が
誕
生
し
た
一
年
半
後
の

平
成
19
年
4
月
に
市
区
長
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
こ
の
一
年
半
の
間
に
、
市
区

長
会
組
織
、
区
等
交
付
金
や
区
長
の
位

置
付
け
な
ど
の
協
議
を
行
い
、
そ
の
中

で
、
区
と
市
は
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

位
置
付
け
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
地
域
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、「
地
域
の
課
題
は
地

域
で
解
決
す
る
」
を
合
言
葉
に
各
区
が

区
民
参
加
に
よ
る
地
域
力
・
自
治
力
の

向
上
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
に
は
区
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
し
、
区
の
定
義
と
区
の
組
織
や

運
営
の
あ
り
方
を
示
し
、
各
区
の
課
題

共
有
と
解
決
策
を
探
る
た
め
の
場
と
し

て
、
新
た
に
「
地
域
を
考
え
る
研
究
集

会
」
を
開
催
。
平
成
27
年
度
に
は
、
専

門
部
会
を
市
区
長
会
に
設
置
し
、
よ
り

多
く
の
区
長
の
参
加
に
よ
り
課
題
解
決

の
た
め
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま

た
、平
成
28
年
度
は
「
支
え
合
い
」「
助

け
合
い
」
の
具
現
化
に
向
け
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
各

団
体
組
織
の
横
断
的
な
連
携
の
仕
組
み

づ
く
り
、
さ
ら
に
は
よ
り
多
く
の
区
民

の
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
た

め
、
新
た
な
各
区
の
組
織
体
制
と
し
て

の
部
制
度
の
創
設
を
目
指
し
ま
し
た
。

な
ぜ
部
制
度
な
の
か

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
時
代
の
中

で
、
次
の
世
代
に
は
さ
ら
に
厳
し
い
時

代
が
待
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る

区
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
任
意
組
織
で

す
。
そ
れ
故
に
、
自
分
た
ち
で
自
由
に

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

反
面
、
暮
ら
す
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

責
任
に
お
け
る
活
動
も
ま
た
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
な
区
の
組
織
運
営
を
図
る
た

め
、
現
状
の
区
を
振
り
返
り
、
改
善
す

べ
き
と
こ
ろ
は
改
善
し
、
新
た
な
組
織

づ
く
り
を
行
う
の
が
部
制
度
で
す
。

83
通
り
の
区
で
良
い

市
内
に
あ
る
83
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
成

り
立
ち
も
置
か
れ
る
環
境
や
規
模
も
異

な
る
こ
と
か
ら
、
部
制
度
は
画
一
的
な

も
の
で
は
な
く
、
各
区
の
歴
史
・
文
化

や
慣
習
な
ど
区
の
実
情
に
応
じ
た
形
を

つ
く
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

部
制
度
創
設
に
向
け
て
は
、
区
内
の

あ
ら
ゆ
る
関
係
団
体
に
対
し
て
説
明
会

を
開
催
し
、
理
解
を
い
た
だ
く
中
で
ス

タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
ま
だ
部
制
度
の
取
り
組
み
は

各
区
に
お
い
て
温
度
差
が
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
市
区
長
会
の
考
え
方
を

も
う
一
度
ご
確
認
い
た
だ
き
、
改
め
て

各
区
を
振
り
返
り
、
今
後
の
組
織
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

「部制度」は持続可能なコミュニティのために

前安曇野市区長会長
重野 義博さん

● Profile
須坂市出身。旧豊科町の民間企業に就職
し、安曇野に移住。昨年までは市区長会
長として区の課題解決に取り組む。成相
区長のほか健康づくり推進員の会長も務
めた経験を持つ。

◆部制度の概要
持続可能な区の運営を目指し、地区公民館、地

区社協、子ども会育成会、PTA、民生児童委員、
健康づくり推進員など既存の区内組織が横断的に
連携するための仕組み。
＜コンセプト＞
①区民一人ひとりが主体的に地域活動に参画し、

支え合い助け合う区の仕組みを構築すること
②区にとって、本当に必要な事業を効率的・効果

的に推進するための仕組みを構築すること

11 月 6 日に行われた区長会研修会には、区関
係者だけでなく福祉関係など 100 人以上が参
加しました。

特集◎区のこれまでとこれから　～　それぞれの地域づくり　～

◎ 市区長会のキャラクター名が決定しました！

皆さまからいただいたキャラクター名 38 件の候
補の中から、市区長会の選考会で選考した結果、分
かりやすく安曇野市を象徴する水と山に由来する

「みずみん」と「やまみん」に決定しました。
このキャラクターは区の印刷物やのぼり旗など、

区に関することなら誰でも利用できます。詳しい利
用方法は地域づくり課または市ＨＰでご確認ください。

問地域づくり課まちづくり推進係
471・2494　672・3176

「みずみん」 「やまみん」
宮澤 幸

ゆきひろ

大くん（豊科南小５年生）名づけ親

水田の水鏡にうつった山
並みの妖精だよ。しっか
りもので、きれい好きだ
よ。いつもみんなの安全
を見守っているよ。愛読
書は区長会だよりだよ！

北アルプスの山並みの妖
精だよ。社交的でお祭り
好きだよ。人が大好きで、

「ありがとう」と言われ
ると元気になるよ。愛読
書は回覧版だよ！

みずみんとやまみんの「み
ん」には市民の「みん」の
意味も込めました。みんな
に愛される人気のキャラク
ターになって欲しいです。

市と区は対等なパートナー

市と区は対等なパートナーとして、市民の福祉向
上、安全で安心な暮らしを守るため、両輪となり地
域づくりを進めています。

市では、各区の地域力や自治力の向上のため、区
民参加による課題解決やまちづくりの推進に対し、
これまで区への交付金など財政的支援、市区長会事
務局員として地域おこし協力隊員を配置するなど人
的支援、また各種マニュアルや市区長会事業推進に
対する支援を行ってきました。

平成 19 年以来、安曇野市のコミュニティ基盤づくり
と、住んでよかった合併してよかったと思える地域づく
りを進めてこられた市区長会および各区の皆さまに改

めて感謝を申し上げます。また、
市民の皆さまには、地域づくり
の基盤である区の意義をご理解
のうえ、ぜひ区へ加入をいただ
きますようお願いします。

◆市では毎月、区に関する相談会を
開催しています！

場　所　安曇野市役所　本庁舎
対　象　市民または転入希望者
内　容　区・自治会の運営（会費・事業・加入や

退区に関すること）や区・自治会に関す
るトラブルなど

相談員　地域おこし協力隊　土屋陽子
費　用　無料
定　員　１日 3 組まで（先着順）
申　込　受付日の指定された時間に地域づくり課

へ電話で（詳細は本紙 10 ページへ）
その他　
・相談内容によってはその場で解決できない場合

もあります。
・相談者は、以後 4 ヵ月は申し込みができません。
・同じ内容の相談は１回のみの受付となります。
・区、自治会に関する相談以外はお断りする場合

があります。
市長　宮澤 宗弘


